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1。はじめに

高度経済成長政策による成果は日本人に物質的

な豊かさをもたらしたといわれている。しかしこ

の豊かな社会は,一方で,家庭の空巣化と人間疎

外の状況をもたらし国民の生活文化の伝統を変え

ることになり,それは子どもたちに人間的な家庭

生活の体験や訓練の機会を与えないまま成人にし

てしまう状況を起こすことにもなってきた1)。

学校には,試験の成績によるラソクづけや集団

内での友人関係に対する不安等から,体調を崩し

たり,なかには不登校に陥り学校を離れてしまう

状況も見られている。また,保健室には不定愁訴

を訴えたり,軽微な傷病にも薬を求めるという安

易な解決策をとろうとする子どもたちの姿がある。

生活環境の変化からの影響がうかがえるような疾

病も現れ,その症状の長期化も見逃せなくなって

きている。このような状態にある子どもたちに,

自分たちが直面している健康問題に気づかせ,自

分の生活に関連づけて考えさせるという試みが必

要となってきている。

大山2)は「子どもの保健行動は過去の経験の上

に新しい経験を積み,自己に適する合理的な行動

を選択した結果の表現形式といえそうである。・‥

…中略………とりわけ,保健指導,保健学習によっ

て得られた保健知識が,基本的にはbehaviorに

結びついていると考えられる。」と述べている。し

かし,保健知識の理解だけでは,よい生活習慣や

望ましい保健行動に結び付かないことは周知のと

ころである。

林3)は,「保健知識はあるものの必要なことを

認識していないため行動に移せない場合,認識レ

ベルに問題がある場合がある。」と述べている。さ

らに,中学生では次第に自我にめざめ自律心や反

抗心にも芽ばえ,正しい知識が教えられてもその

まま実行するのではなく自己の経験から実際に必

要を感じることだけが実行される傾向が大きくな

るとも指摘している。このような中学生の時期の

発達課題を考慮し,健康意識を促すような指導へ

の取り組みが大切である。

ここでは中学生が自分自身のこととして感じて

いる健康問題・行動及び健康ニーズに関する調査

を行い,若干の知見を得たので報告する。

2。研究方法

(1)対象者

安城市立K中学校生徒978名であり,内訳は表

1のようである。

表1 調査人数 (人)

(2)調査期間

平成3年7月15日~19日

(3)調査方法

選択肢式質問紙調査を学級担任指導のもとに教
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室で実施した。

(4)調査内容

調査票の構成は表2に示す通りで,石原4)の調

査の3つの観a。すなわち,気になっている健康

問題,健康に関する生活・行動,知っておきたい

健康知識を軸にして,食生活,体や心の病気,体

と機能,二次性徴の4つの領域に分けて質問内容

表2 健康認識調査内容

つをよく食べる」のみで,男子に比べ女子の方が

多かった。また,上位以外で有意差のみられた項

目は「体力がない」で,男子の方に多かった。次

に,これらの健康問題と属性項目(睡眠・勉強時

間・テレビ視聴時間・部活動)との関連で有意差

のみられたものが表4である。

勉強時間との関連では,「テストのことが気にな

を設定した。

3.結果

(1)生徒が気にしている健康問題

生徒が気にしている健康問題は表3に示す通り

である。上位を占める項目は,「朝からあくびが

出る」37.3%,「ジユースや清涼飲料水を毎日の

ように飲んでいる」31.6%,「おやつをよく食べ

る」23.1%,「虫歯がある」21.7%であった。こ

のうち男女別で有意差のみられた項目は,「おや

る」の項目に2時間未満の者の方が気にしていた。

テレビ視聴時間との関連では,「テレビやファミ

コンの視聴時間が長い」,「おやつをよく食べる」

の2項目に2時間以上見ている者の方が,2時間

未満の者より多かった。しかし,「テストのこと

が気になる」者は,テレビ視聴時間が2時間未満

の者の方が2時間以上の者より多くなっていた。

睡眠時間との関連で見てみると,「不規則な生活

をしている」,「夜更しをする」の2項目に睡眠
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表3 気になる健康問題

表4 属性項目との関連
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表5 部活動との関連

表6 健康に関する生活・行動
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時間が7時間未満の者の方が7時間以上の者 表7 知っておきたい健康知識

より多くなっていた。

次に,健康問題と部活動との関連で有意差

のみられたものが表5である。「体力がない」

は男女とも文科系の者の方が,運動系の者よ

り多く,「清涼飲料水の飲み過ぎ」は,男女

とも運動系の部活動に所属している者の方が,

文科系の者より多かった。「朝食を食べてこ

ない」は女子の文科系の部活動に所属してい

る者に多い結果であった。

(2)健康行動の実態

表6は健康行動の実践状況を示したもので

ある。実行しているもののうち上位5項目は,

「1日3回食事をする」83.9%,「病気をし

ないように注意している」57.9%,「歯をて

いねいにみがく」57.3%,「すぐ薬に頼らな

い」50.9%,「たばこを吸っている人の近く

に行かない」45.7%であった。これらのうち

で男女で有意差のみられた項目は,「歯をて

いねいにみがく」のみで女子に多かった。

一方,実行しようと思う健康行動は「背す

じをのばして字を書く」78.4%,「睡眠時間

を多くとる」65.8%,「早寝早起きをする」

62.7%,「甘い物を食べ過ぎたり飲み過ぎた

りしない」56.8%,「ストレスをためないよ

うにする」55.6%であった。これらの項目は

男子に比べて女子の方が実行しようと思うも

のが多くいずれも有意差がみられた。

(3)健康知識に対するニーズ

中学生が知っておきたいとする健康知識は

表7に示す通りである。「効果的な睡眠のと

りかた」45.0%,「からだのきたえかた」37.

7%,「バラソスのとれた食事」30.6%,

「清涼飲料水と健康」30.0%の4項目は30%以上

の者が知りたいとしていた。上位ではなかったが,

「心の健康」や「エイズ・性病」についても知り

たいという回答が20%弱みられた。

男女別に有意差のみられた項目は,女子に比べ

男子では,「たばこの害」,「シンナー・薬物の

害」,「運動と栄養」,「からだのきたえ方」の

4項目であり,「効果的な睡眠のとりかた」,

「不安や悩みの解消」,「間食と食事」,「生活

**Pく0.01, * Pく0.05

リズムの確立」,「食品添加物の害」の4項目に

ついては女子の方が多かった。

(4)気になる健康問題と健康知識ニーズ

との関連

気になる健康問題と知りたがっている健康知識

との関連で有意差のみられたものを抜き出したも

のが表8である。「朝食を食べてこない」者は

「朝食抜きの弊害」,「清涼飲料水を毎日のよう

に飲んでいる」者は「清涼飲料水と健康」,「お
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やつをよく食べる」者は「間食と食事」,「喘息 疾患」をあげていた。

やアトピー」の者は「アレルギー疾患の原因と対

策」,「虫歯がある」者は「う歯・歯周疾患」, 4.考 察

「不規則な生活」をしている者は「生活リズム」, (1)中学生のかかえている健康問題

「体力がない」者は「体のきたえ方」,「心配ご 養護教諭対象の「子どものからだ」全国調査は

とがたくさんある」者は「不安や悩みの解消」, 1978年と1990年に行われており,最近の保育所お

「心の健康」について関連がみられた。 よび,小・中・高等学校のこどもたちの健康実態

男女別に有意差のみられたもののうち男子が, が報告されている5)。中学校の1位は両年ともア

女子より多く知りたい項目としては,「ひとつも レルギーであるが2位以下は相当異なった結果に

表8 気になる健康問題と健康知識との関係

あてはまらない」と回答した者が「食品添加物の

害」であり,「不規則な生活をしている」と回答

した者が「間食と食事について」をあげていた。

また女子の方が多く知りたいとしている項目とし

ては,「喘息やアトピー」と回答した者が「アレ

ルギー疾患の原因と対策」に加えて「う歯・歯周

**Pく0.01,*P<0.05

なっている。例えば, 1978年の調査では,3位に

朝からあくびがあかっていたが1990年の調査では

12位となっている。今回我々が行った中学生の調

査結果は,むしろ1978年の調査に近い結果であっ

た。すなわち,気になる健康問題として中学生が

1位にあげているのは「朝からあくびが出る」で
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あり,実行しようと思う健康行動では2位に「睡

眠時間を多くとる」があがっていた。さらに,知

りたい健康知識の1位は「効果的な睡眠のとり方」

となっていた。現在の中学生にとって睡眠が重要

な健康問題になっていることがうかがい知れる。

養護教諭対象の1990年の調査からあくびの項目が

減ったのは,日常化したため目につかなくなった

からではないかと思われる。

今回の中学生の調査結果は石原6)による調査結

果とほぼ類似しており,地域が異なっても中学生

のかかえる健康問題は変わらないことがわかった。

全体を通して,気になる健康問題と実行しようと

思う健康行動と健康知識のニーズとの間には表8

に示したように個々の健康問題ごとに関連がみら

れ,中学生の健康意識は比較的高いことが示され

たと思われる。ただし,行動になかなかつながら

ないことが今回の調査でも明らかになった。

(2)健康行動につながる保健指導の考え方

家田ら7)は「行動分析学の方法論を取り入れた

保健行動モデルが,行動形成という実践的な観点

からは高い有効性を持つと考えた。」と述べている。

そして,「行動形成のための計画を作成する上で

最も重要な因子は,外的な働きかけを主とする

「先行因子」及び「強化因子」だと考えている。

今回の中学生を対象とした調査結果によって得

られた実態のうち,「健康問題を持つ生徒の健康

ニーズは自分の健康問題に関連した内容のもの」

であることが多くみられた。このことは「先行因

子」のうちの「健康状態」に関連したものである

といえる。また,「エイズ・性病」のような内容

への興味・関心は,「基礎因子」の中の,マスメ

ディア等を通して入ってくる情報の中から科学的

で,より信頼性の高いものを選ぶという「健康関

連情報の収集・選択能力」の育成にも適するもの

である。さらに「シンナー・薬物の害」,「たば

この害」に対する関心は行動の実施に関する選択

を要求される場面でより高い行動を選択するとい

う「基礎因子」の「健康感」の形成につながるこ

とのできる芽生えと見ることができる。

これらのことは今後,中学生自身が自分に必要

で,自分に合った健康行動を選択していく保健指

導を考える上においては,中学生の時期の特性を

とらえながら,それぞれの因子に働きかける内容

の試案を考えていく必要があることを示唆してい

る。

5。まとめ

中学生に対する健康問題と行動および健康ニー

ズをとらえるために,質問紙調査を実施したとこ

ろ,次のようなことが明らかになった。

(1)気にしている健康問題は「朝からあくびが

出る」,「ジュースや清涼飲料水を毎日のように

飲んでいる」,「おやつをよく食べる」,「虫歯

がある」であった。男子は「体と機能」の領域の

「体力がない」ことを,女子は「食生活」の領域

の「おやつをよく食べる」ことを,より気にして

いた。

(2)健康行動の実践状況は「1日3回食事をす

る」,「病気をしないように注意している」,

「歯をていねいにみがく」,「すぐ癩こ頼らない」,

「たばこを吸っている人の近くに行かない」につ

いて実行している。これらのうち,男女差のある

ものは「歯をていねいにみがく」の1項目のみで,

男女差はあまりみられなかった。しかし,実行し

ようと思う健康行動は,女子の方が4領域にわたっ

て広く実行しようと考えていた。

(3)中学生が知りたい健康知識は「効果的な睡

眠のとりかた」,「からだのきたえかた」,「バ

ラソスのとれた食事」,「清涼飲料水と健康」で

あり「体と機能」,「食生活」の2領域に集中し

ていた。男女で有意差のみられたものは,各々4

項目ずつであった。男子では「体や心の病気」の

領域で2項目,「食生活」と「体と機能」の領域

でそれぞれ1項目ずつ知りたいと回答していた。

一方,女子は「食生活」領域で2項目,「体と機

能」と「二次性徴」の領域でそれぞれ1項目ずつ

の回答があった。

(4)気になる健康問題と健康知識ニーズとの関

連をみてみると,気にしている健康問題に対して

知りたい健康知識が8項目にわたって一致してい

た。

(1991年12月25日受理)
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